
伺）本書のとおり　  実施 ・　   報告　してよろしいか

№１

年度生涯学習事業　実施　（ 　計画書 ・　　　報告書　）

№

）

 　 有　　団体名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　 

 　 来館　　　　　 電話　　　　　 はがき　　　　　その他（ )

　　　　　　　　　人

人 【凡例】

男 人 人
乳幼
児 人

女 人 人 小 人

計 人 人 中 人

※･･･実績報告時に記入 人 高 人

計 人

申し込み
方法

･･･該当する項目をクリックして を入れる

･･･計算式が入っているので記入しない

１９～３９歳

４０～６４歳

６５歳～

※年代別講
座

参加数
（実数）

0

壮年期

高齢期

計 0

壮年期

高齢期

青年期

大人 子ども

126 7 8

※講座
参加数
(実数）

今年度の
目標

学習目標
分類表

青年期

　　年　　　月　　　日～　　　年　　　月　　　日　　　全　　　回　（内 動画・オンライン　　　回）

0

開催期間

※学習目標に
関する評価及
び課題や次年
度への展望

概　要

講座名

セン
ター名

様式７－１

担当 館長 生涯学習係
社会教育
主事

生涯学習
係長

地域交流
担当課長 起案日

年　　月　　日

決裁日

年　　月　　日

区

市民センター

社会教育
主事補

別事業と合同で実施の場合事業名を記入（

    更 新（  年  月  日　）

 コミュニティ支援課

1 1613 142 3 4 5 109 15 17

※応募者数

背景・課題

令和

事業名

参加対象

講
座
企
画
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
内
容

託児の有無

定員

6

将来のビ
ジョン・
目的

SDGs
※右記参照

11

他の事業や講座と合同で開催する回があるとき、その事業名や講座

名を記入します。（例）まち協 家庭教育講座

地域活動解決のための人材活用支援事業（旧生涯学習推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰ

ﾀｰ配置事業)

起案日は講座開始よ

り以前になります。

プルダウンメニュー

で選択してください。

差し替えの際チェックを入れて、提出日を記入します。

決裁済みの計画書のコピーも一緒に提出します

生涯学習ハンドブック６６ｐの学習分類表から

関連するものを選びます。主な関連SDGs例は必

ず選択します。複数選択可能。

プルダウンから選択します。背景や課題をもとに講座の趣旨・ねら

い・目的からどういう学習にしていくか考えて選びます。
「その他」を選択した場合は、

（）内に具体的に記入します

動画配信やｵﾝﾗｲﾝ配信の回数を記入

各回の定員数が違う場合は、一番多い定員数を記入

課題や背景からどのような地域になったら良いか等長いスパンで将来の

ビジョンを書きます。(センターの目的は書きません)

将来のビジョン・目的を達成するために、今年度はどこまで到達した

いか、参加者に何に気付いてほしいか、どういう変化が起きてほしい

かなど、今年度の目標を書きます。（「参加者を増やす」などセンターの

目標は書きません）

☑

青年 壮年 高齢者 男性限定 女性限定

乳幼児 小学生 中学生 高校 親子 その他

無

1



№２

役職名

男

女

男

女

備考

男

女

男

女

備考

男

女

男

女

備考

男

女

男

女

備考

男

女

男

女

備考

計 計 計 計 男 0

女 0

男 0

回 h 円 女 0

男

女

男

女

※･･･実績報告時に記入

□･･･該当する項目をク
リックして を入れる

大人

子ども

0

氏名

0

0

　　 ･･･計算式が入ってい
るので記入しない

：
～
：

8.5

様式７－１

市民センター
センター名

コミュニティ支援課

子ども

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

0

講師
謝金

区

合計

実施日
（曜日）

実施場所（市
民センター以

外）

時間
数

学習テーマ

学習のねらい

参加者数
※（延べ人数）

大人

実費負
担額と
その内

訳

講師・助言者

                 （公開期間：　　　年　　　月　　　日 ～　　　年　　　月　　　日）

0

動画・オンライン

                 （公開期間：　　　年　　　月　　　日 ～　　　年　　　月　　　日）動画・オンライン

開始・終
了時間

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

0

0

0

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

動画・オンライン

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

                 （公開期間：　　　年　　　月　　　日 ～　　　年　　　月　　　日）動画・オンライン

総
合
計

大人

4

0

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

h

0

                 （公開期間：　　　年　　　月　　　日 ～　　　年　　　月　　　日）

0

子ども

動画・オンライン

／　( )

0

③　地域課題解決のための人材活用支援事
業

②　地域研修（人権講座）

①　生涯学習活動促進事業

予算残額 差引予算残額事業名

25,000

実際の時間数を記入 金額と内訳

を記入

肩書は必ず記入します

謝金は単価×

時間を記入未定が決まった

ら電話連絡

講師謝金が「０」の場合は、その根拠を備考欄に記入講師謝金が「０」の場合は、その根拠を備考欄に記入

例外的に謝金基準と違う金額を支払う場合は、本来支払うべき単価を必ず記入しま

す。あくまでも謝金基準に沿うことが基本です。最初に生涯学習係担当者へ相談する

ことをおすすめします

地域課題解決のための人材活用支援事業から支払う場合は必ず備考欄に記入します

ｾﾝﾀｰ以外で開催

の場合は場所を

記入

予算の記入を忘れずに

学習テーマは、講演テーマ等

を記入します。「バス研修」

は学習テーマではありません

講座名や学習テーマに企業や講師等の

名前を入れることはできません。

講師が3名以上の場合はグループ謝金が使用できる。代表者

名と他〇名と記入

☑

〇〇〇〇

4000×2H
＝8000

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

2.0

未定

写真店店主

3500×2H
＝7000

0

ボランティア

100円
資料代

h

5／20　(土) わがまち小倉の歴史

明治大正昭和平成と変わってき
た小倉の町を写真からたどりま
す

若かりし時代をもう一度

h
10:00
～

12:00

10:00
～

12:30

2.0

2.5

2.0
自分の写真からその時代を語り
参加者同士のつながりをつくる

0

6／24　(土)

単価講師了承済み１ｈ4000円→3500円

1hはボランティア

h

もうすぐ夏まつり
〇〇神社の歴史を知ろう

〇〇〇〇
〇〇神社宮

司 0

○○校区周辺

10:00
～

12:30

h
○○歴史研
究グループ

代表

10:00
～

12:00
0

10000×
1h＝
10000夏祭りの校区の行事の興りを学

び、地元愛を再確認する

7／未定

〇〇年続く校区にある神社の歴史
を学び、まつりを通して若いころ

の自分との関わりを紐解く

校区の歴史を知る8／31　(水)

                 （公開期間：　R4年　7月　30日 ～　R4年　8月　5日）

〇〇〇〇
他2名

地域課題解決のための人材活用支援事業

64,000円

48,000円

47,000円

40,000円

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

講師謝金が「０」の場合は、その根拠を備考欄に記入します

動画配信動画配信動画配信

動画配信動画配信

動画配信

動画配信 オンライン講座動画配信動画配信動画配信動画配信 オンライン講座動画配信 オンライン講座動画配信
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伺）本書のとおり　  実施 ・　   報告　してよろしいか

№１

年度生涯学習事業　実施（　 計画書 ・　　報告書　）

№

）

 　 有　　団体名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　 

 　 来館　　　　　 電話　　　　　 はがき　　　　　その他（ )

　　　　　　　　　人

人 【凡例】

男 人 人
乳幼
児 人

女 人 人 小 人

計 人 人 中 人

※･･･実績報告時に記入 人 高 人

計 人0 ･･･計算式が入っているので記入しない

23 高齢期 高齢期 ６５歳～

青年期 １９～３９歳

壮年期 壮年期 ４０～６４歳

･･･該当する項目をクリックして を入れる

※応募者数

※年代別講
座

参加数
（実数）

大人 子ども

※講座
参加数
(実数）

青年期

計 23

託児の有無

申し込み
方法

定員

※学習目標に
関する評価及
び課題や次年
度への展望

・「今年度の目標」に対する評価を記入します。
・記入した評価や受講者アンケートから次年度の展望を記入します。
・中止の場合は、今後どうしたいのかを書きます。（例：来生年度再度計画するなど）

今年度の
目標

学習目標
分類表

参加対象

176 7 8 9 10 11

開催期間

概　要

講
座
企
画
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
内
容

背景・課題

将来のビ
ジョン・
目的

SDGs
※右記参照

1 2 3 4 5 12 13 14 15 16

事業名

セン
ター名

区

市民センター

別事業と合同で実施の場合事業名を記入（

 コミュニティ支援課
講座名

年　　月　　日 年　　月　　日

様式７－１

    更 新（  年  月  日　）

令和 6

地域交流
担当課長 起案日 決裁日担当 館長 生涯学習係

社会教育
主事補

社会教育
主事

生涯学習
係長

報告書提出日を記入

ここです

実際講座を開催した期間・回数を記入します

8

18 15

☑

23

5

　6年　　5月　　20日～　　6年　　7月　　22日　　　全　3回　（内 動画・オンライン　　1　回）

青年 壮年 高齢者 男性限定 女性限定

乳幼児 小学 中学生 高校 親子 その他

無
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№２

役職名

備考

男 4

女 16

男

女

備考

備考

男

女

男

女

備考

男

女

男

女

備考

計 計 計 計 男 14

女 47

男 0

回 h 円 女 0

男

女

男

女

※･･･実績報告時に記入
③　地域課題解決のための人材活用支援事
業

25,000

①　生涯学習活動促進事業
子ども

②　地域研修（人権講座）

4 8.5
子ども 0

総
合
計

大人

事業名 予算残額 差引予算残額

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

動画・オンライン                  （公開期間：　　　年　　　月　　　日 ～　　　年　　　月　　　日）

大人 61

0

0

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

動画・オンライン                  （公開期間：　　　年　　　月　　　日 ～　　　年　　　月　　　日）

／　( )
：
～
：

h

0

0

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

動画・オンライン

21

0

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

動画・オンライン                  （公開期間：　　　年　　　月　　　日 ～　　　年　　　月　　　日）

20

0

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを

動画・オンライン                  （公開期間：　　　年　　　月　　　日 ～　　　年　　　月　　　日）

20

0

実費負
担額と
その内

訳

参加者数
※（延べ人数）

実施場所（市
民センター以

外）
学習のねらい

大人
合計

氏名 子ども

実施日
（曜日）

学習テーマ
開始・終
了時間

時間
数

講師・助言者 講師
謝金

□･･･該当する項目をク
リックして を入れる

様式７－１

　　 ･･･計算式が入ってい
るので記入しない センター名 区

市民センター

コミュニティ支援課

「確認」もしくは「不要」にチェッ

クがあるか確認してください

URLまたはIDを配布した人数を記入します。

男女は申込者名で判断してください

講座が中止になった場合は、斜線を引き

「備考」に中止の理由を記入します

講座が中止になった場合は、斜線を引き

「備考」に中止の理由を記入します

未定

No.2が複数枚になった場合、最

終ページに総合計・総時間・謝金

合計を記入します

男 5

女 15

男

女

男 5

女 16

男

女

48,000円 40,000円

64,000円 47,000円

1hはボランティア　　○〇のため中止

〇〇〇〇
他2名

10000×
1h＝
10000

0

○○校区周辺
夏祭りの校区の行事の興りを学

び、地元愛を再確認する

                 （公開期間：　R4年　7月　30日 ～　R4年　8月　5日）

生涯学習推進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置事業

8／30　(水) 校区の歴史を知る
10:00
～

12:00
2.0 h

○○歴史研
究グループ

代表

〇〇〇〇 4000×2H
＝8000 0

〇〇年続く校区にある神社の歴
史を学び、まつりを通して若い
ころの自分との関わりを紐解く

単価講師了承済み１ｈ4000円→3500円

7／22（土）
もうすぐ夏まつり

〇〇神社の歴史を知ろう 10:00
～

12:30
2.0 h

〇〇神社宮
司

▲▲▲▲
3500×2H
＝7000

0
自分の写真からその時代を語り
参加者同士のつながりをつくる

ボランティア

6／24　(土) 若かりし時代をもう一度
10:00
～

12:00
2.0 h ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

〇〇〇〇 ０
100円
資料代

明治大正昭和平成と変わってき
た小倉の町を写真からたどりま
す

5／20　(土) わがまち小倉の歴史
10:00
～

12:30
2.5 h

写真店店主

☑

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信動画配信動画配信動画配信

動画配信動画配信動画配信

動画配信動画配信

計画書で だったところ

は、確定情報を記入します

動画配信 オンライン講座動画配信 オンライン講座動画配信
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年 月 日 年 月 日

伺）本書のとおり　 実施 ・  報告　してよろしいか

№１

6 年度家庭教育講座実施（　 計画書　・　　報告書　）

№

）

　　　　小学生の保護者　　 中学生の保護者　　  特別支援学生の保護者　　

　　　　幼稚園児の保護者　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　　　有

 　 　　 有　団体名（　　　　　　　　　　　　　）　　　　　     無

　　チラシ　　　　ポスター　　　　市民センターだより　　　　学校のホームページ　

　　ＰＴＡ新聞　　　メール　　　　口コミ　　　その他（　　　　　　　　　　　　　）

男 人

女 人

子ども 人

･･･該当する項目をクリックして を入れる

･･･計算式が入っているので記入しない

※･･･実績報告時に記入

参加者募集方法

申し込み方法 　　申込用紙　　　　電話　　　　はがき　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※学習目標に
関する評価及
び課題や次年
度への展望

※参加者数
（実数）

計 0 人

託児の有無

概　要

テーマ

学習目標
（年間を通して
どのような学び
にしたいか）

参加対象

開催期間

合同開催の有無 　　　無

市民センター

別事業と合同で実施の場合事業名を記入（ 人権市民講座

講座名
（サブネーム）

協力団体等
例：○○小学校
　　○○中学校

事業名
家庭教育講座

センター名 区

様式７－２

   更 新　（  年  月  日　）
令和

地域交流
担当課長 起案日 決裁日担当 館長 生涯学習係 社会教育主事補 社会教育主事 生涯学習係長

親しみやすい名前をつけましょう

ＰＴＡや委員会の協力が得られる場合は、意見を聞き

ながら決めましょう

☑

５年　９月　７日　～　５年１２月　６日　　全　４回　　（内 動画・オンライン　　１回）
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様式７－２
№２

センター名 区

学習
内容 費用

人権
学習 役職名 氏名 区分 計

家庭
教育講座 0 男

その他 0 女

子ども

備考

家庭
教育講座 0

その他 0

家庭
教育講座

その他

家庭
教育講座

その他

家庭
教育講座 男

その他 女

子ども

備考

計 計

家庭
教育講座 8,000円 男 0

その他 女 0

回 h 子ども

男

女

予算残額 子ども

予算残額

差引予算残額 0円

その他(     ) 差引予算残額 ※･･･実績報告時に記入

8 0

0

総合計

家庭教育講座 8,000円

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

計 計（延べ）

h
0

／ ( ) :

～

：

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

公務

0
0

実費負担
額とその
内訳

参加者数※

市民センター

上段：実施
日（曜日）
下段：実施

場所

 上段：学習テーマ
 下段：学習のねらい

他学校
との合
同実施

学習
方法

開始時間
～

終了時間
時間数

講師・助言者
講師
謝金

講師謝金・実費負担額

が「０」の場合は

「０」と記入

ハンドブックP98-5②学

習テーマ例から選び、

番号を記入します。

人権学習

に〇を付

けます

男

女

○ 子ども

備考

4000×2H
＝8000

男

０ 女

子ども

備考

0 男

0 女

○ 子ども

備考

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

講師謝礼金はPTAより

2h
〇〇大学准
教授

〇〇〇〇 0
0

家庭でのコミュニケー
ションの大切さを学び、
家庭での実践につなげま
す

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

12／6
(水)

3
・
1
4

子どもとのコミュニケー
ション

講義

10:00

～

12:00

2h ヨガ講師 ▲▲▲▲
保険料
50円

0
忙しい毎日でつい子どもをせ
かしたり怒ったりしてしまい
がち。ゆったりとした動きと
呼吸法で心に余裕をもち、笑
顔で子どもと接することがで
きるようヨガを習う

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

講師謝金は、ｺﾐｭﾆﾃｨ支援課にて支払い

11／15
(水)

4

ヨガでリラックス

○ 実技

19:00

～

21:00

2h
北九州市立
大学准教授

○○○○ 0
0

外国人からみた日本文化
や子育ての違いから生じ
る様々な問題を知りお互
いを認めることの大切さ
を学ぶ

10／13
(金) 1

4

お互いを理解せないけ
んっちゃ

講義

10:00

～

12:00

〇〇小学校
校長
○○小学校
教頭

〇〇〇〇

▲▲▲▲

1年間の学習のねらいを共
有し、子どもを育てる
10ヶ条の制定趣旨などを
学ぶことにより家庭での
実践につなげる

9／7 (木)
4

子育ては誉める・叱る・
見守る・抱きしめる

講義

10:00

～

12:00

2h

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

確認 ・

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

未確認 ・ 不要

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

確認 ・

動画配信 オンライン講座

人権学習

に〇を付

けます

動画配信

動画配信 オンライン講座
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年 月 日 年 月 日

伺）本書のとおり　 実施 ・  報告　してよろしいか

№１

6 年度家庭教育講座実施（　 計画書　・　　報告書　）

№

）

　　　　小学生の保護者　　 中学生の保護者　　  特別支援学生の保護者　　

　　　　幼稚園児の保護者　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　　　　有

 　 　　 有　団体名（　　　　　　　　　　　　　）　　　　　     無

　　チラシ　　　　ポスター　　　　市民センターだより　　　　学校のホームページ　

　　ＰＴＡ新聞　　　メール　　　　口コミ　　　その他（　　　　　　　　　　　　　）

男 人

女 人

子ども 人

･･･該当する項目をクリックして を入れる

･･･計算式が入っているので記入しない

※･･･実績報告時に記入

参加者募集方法

申し込み方法 　　申込用紙　　　　電話　　　　はがき　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※学習目標に
関する評価及
び課題や次年
度への展望

※参加者数
（実数）

5

185

1

計 191 人

託児の有無

概　要

テーマ

学習目標
（年間を通して
どのような学び
にしたいか）

参加対象

開催期間

合同開催の有無 　　　無

市民センター

別事業と合同で実施の場合事業名を記入（ 人権市民講座

講座名
（サブネーム）

協力団体等
例：○○小学校
　　○○中学校

事業名
家庭教育講座

センター名 区

様式７－２

   更 新　（  年  月  日　）
令和

地域交流
担当課長 起案日 決裁日担当 館長 生涯学習係 社会教育主事補 社会教育主事 生涯学習係長

☑

５年　９月　７日　～　５年１２月　６日　　全　４回　　（内 動画・オンライン　　１回）
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様式７－２
№２

センター名 区

学習
内容 費用

人権
学習 役職名 氏名 区分 計

家庭
教育講座 0 男 1

その他 0 女 15

子ども

備考

家庭
教育講座 0

その他 0

家庭
教育講座

その他

家庭
教育講座

その他

家庭
教育講座 男

その他 女

子ども

備考

計 計

家庭
教育講座 8,000円 男 5

その他 0円 女 185

回 h 子ども

男

女

予算残額 子ども

予算残額

差引予算残額 0円

その他(     ) 差引予算残額 ※･･･実績報告時に記入

8 190

1

総合計

家庭教育講座 8,000円

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

計 計（延べ）

h
0

／ ( ) :

～

：

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

公務

16

実費負担
額とその
内訳

参加者数※

市民センター

上段：実施
日（曜日）
下段：実施

場所

 上段：学習テーマ
 下段：学習のねらい

他学校
との合
同実施

学習
方法

開始時間
～

終了時間
時間数

講師・助言者
講師
謝金

URLまたはID・PWを配布した人数を記入し

ます。男女は申込者名で判断してください
男 2

女 150

○ 子ども

備考

4000×2H
＝8000

男 0

０ 女 9

子ども 1人

備考

0 男 2

女 11

○ 子ども

備考

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

講師謝礼金はPTAより

2h
〇〇大学准
教授

〇〇〇〇 0
13

家庭でのコミュニケー
ションの大切さを学び、
家庭での実践につなげま
す

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

12／6
(水)

3
・
1
4

子どもとのコミュニケー
ション

講義

10:00

～

12:00

2h ヨガ講師 ▲▲▲▲
保険料
50円

9
忙しい毎日でつい子どもをせ
かしたり怒ったりしてしまい
がち。ゆったりとした動きと
呼吸法で心に余裕をもち、笑
顔で子どもと接することがで
きるようヨガを習う

講師が、①暴力団・②暴力団員・③いずれかと密接な関係を有する者　全てに該当しないことを　

動画・オンライン 　　　　　　　　（公開期間：　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）

講師謝金は、ｺﾐｭﾆﾃｨ支援課にて支払い

11／15
(水)

4

ヨガでリラックス

○ 実技

19:00

～

21:00

2h
北九州市立
大学准教授

○○○○ 0
152

外国人からみた日本文化
や子育ての違いから生じ
る様々な問題を知りお互
いを認めることの大切さ
を学ぶ

10／13
(金) 1

4

お互いを理解せないけ
んっちゃ

講義

10:00

～

12:00

〇〇小学校
校長
○○小学校
教頭

〇〇〇〇

▲▲▲▲

1年間の学習のねらいを共
有し、子どもを育てる
10ヶ条の制定趣旨などを
学ぶことにより家庭での
実践につなげる

9／7 (木)
4

子育ては誉める・叱る・
見守る・抱きしめる

講義

10:00

～

12:00

2h

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

確認 ・

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

確認 ・ 未確認 ・ 不要

確認 ・ 未確認 ・ 不要

未確認 ・ 不要

動画配信 オンライン講座

動画配信 オンライン講座

確認 ・

動画配信 オンライン講座

動画配信

動画配信 オンライン講座動画配信 オンライン講座動画配信 オンライン講座動画配信 オンライン講座
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